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関連している企業・大学・団体等 NPO 法人福井被害者支援センター、NPO 法人たけふ男女平等推進協会
関連する特許 1件 なし 
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暴力に関する認識を
高める介入 
DVの加害者も自分が行
った行為を暴力だと認
識していない 
配偶者間暴力の予防
地域の保健・福祉・教
育職等が活用 
暴力予防のための 
具体的方法の提示 
・青年期を対象 
・相手の人格を侵害する行
為を暴力と認識できる 
・問題解決方法として暴力
を用いない行動を選択
できる 
暴力予防教育
プログラム 
ドメスティック・バ
イオレンス（DV）被
害者の特徴：暴力の
被害者であるという
自覚が無い 
20人に1人の女性が、
夫から生命の危険を
感じる程度の暴行を
受けた体験あり 
2002年に研究者が実施した、福井県 A市の住民基本台帳に登録されている 20-69歳の男女を無作
為抽出した配偶者・パートナー間暴力の調査において、配偶者から暴力を受けた・行った体験の有
る者は無い者より、いずれもその行為を暴力だと思う者が有意に少ないという結果を得ました。こ
のことから、暴力に関する認識を高めることは、潜在化している暴力を顕在化させ、さらに、暴力
を行うことも、また受けることも低下させると考えます。 
そこで、現在、青年期にある人々の暴力に関する認識と態度を高めるための暴力予防教育プログ
ラムの開発に取り組んでいます。 
青年期を対象とした理由 教育プログラムの目的 
・恋人とデートを始める時期 
・デート関係での身体的暴力の存在：21～41％ 
・態度と行動を変容できる時期 
・青年期の人々が、相手の人格を侵害する行為が
暴力であると認識することができる 
・異性との関係で、問題解決方法として暴力を用
いない行動を選択することができる 
